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本年４月、人事異動により館長に就任いたしま
した。宜しくお願いいたします。
私はミュージアムを見るのが好きですが、館長
就任は予想外で、立場が代り就任直後は責任の重
さを強く感じました。
しかし、専門分野も出身地もバラエティーに富
んだ10名の学芸員をはじめとした職員の皆さん
と、博物館が主催する様々な事業等について、言
葉を交わしはじめた途端に興味の方が強くなりま
した。
４月から実施されている、当館の学芸員が案内
役を務める、「春採湖畔探鳥会」、「春採湖畔草花
ウオッチング」、「しらべてみよう春採湖の昆虫」、
「竪穴住居の屋根ふき体験」等の各種観察・探訪
会には極力参加するよう努め、徐々にではありま
すが、知識が広がっている気がしています。
私が、当館を初めて観覧したのは、開館の翌年、
昭和59年ですが、その時から、展示内容とスタ
イルのクオリティーがとても高いと感じています。
東京等の大きな博物館には規模では負けますが、
地域色に満ちた希少な展示品、身近にあり豊富な
野生動植物に恵まれる春採公園、釧路湿原国立公
園等もセットで比較すれば、大都市圏には無い魅
力を数多く持っていると感じます。
大都市圏の歴史ある壮大・華麗な構築物の数々、
ディズニーランド等の最先端の娯楽施設に、諸外
国も含め多くの人々が魅了されます。しかし、そ
の殆どは人造物です。丹頂などの野生動植物も含
めその形成に数千年～数万年を要した釧路湿原、

春採湖を、どんなに科学技術が発達しても人間が
作りだすことは不可能に近いでしょう。
来年７月、「釧路市に博物館が開設され80周年」
を迎えますが、それに向け、現在、様々な企画事
業が進められております。
学校への貸し出し等を想定した、「植物」、「昆虫」、
「魚」、「鳥」、「石炭」、「歴史」の６分野を各学芸
員がプロデュースする「トランクキット」もその
一つですが、子供たちに、釧路地域の自然・歴史
にもっと興味を持って欲しいとの学芸員の思いが、
製作動機となったと考えており、後押しするため
にも、私も、今後も、積極的に屋外活動に関わっ
て行くつもりです。
日本人の平均寿命は昨年、男女とも過去最高を
記録するなど、今後も当館が生涯学習への対応を
充実させることへのニーズは高まっていくでしょ
う。
また、外国人観光客は一昨年１千万人を超え、
国は2030年までに３千万人超を目指す方針です。
当館もフェイスブック、ツイッターを既に開設し、
年明けには館内での無料Ｗｉ－Ｆｉ提供を予定し
ていますが、外国人向けのサービス向上のニーズ
は益々高まっていくでしょう。
職員一丸となり「より多くの国内外の老若男女
の方々」にご愛顧いただけることを目指し、更な
る当館の魅力と機能向上に努める所存です。
今後とも関係する皆様のご指導・ご協力を賜り
ますよう宜しくお願いいたします。

釧路市立博物館　館長　白幡　敏弘

「万人の楽しむ博物館に！」
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〈表紙写真〉　企画展「戦後70年－戦争の中の暮らし－」で展示の一枚。戦争の長期化とともに物資が不足。武器となる
金属資源を確保するために「金属類回収令」が公布された。写真は集められた「金属たち」。建物の壁側にズラリと並ぶ
のは自在鉤で、火鉢・鍋・羽釜・鉄瓶・やかんのほか、仏壇に供えるりんやロウソク立て、石炭ストーブ、趣味の置物に
至るまで、人々の暮らしで身近に使われていたものが集められたことがわかる。　（戸田 恭司）


